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北角 賭 ラスキ国家論の一紹介論文 (30) 
黒瀬 博 民主主義と同意ージョソロックにおける同意と自然法をめぐって一
木暮佐次郎 ソ同盟における基本的権利について (29) 
小谷野勝巳 ルソー及びカトンに於ける法と自由 (36) 
島 英徳 契約の自由について (42)
島津英郷 法的思考における論理 (35)
滝島正好 フィヒテ法理論の基本原理一「自然法の基礎」の解析 (44) 
千葉 矩人 「罪と罰」における法的思考法とその限界 (42) 
中村晃紀 オースチソの法と道徳論 (42)
野中公達 法の解釈及び裁判官の立場 (31)
蓮見 登 ヘーゲル法哲学の考察 (47)
長谷川日出世法の妥当性ー純粋法学の一考察ー (52) 
服部二郎 法学理論の科学性 (55)

























































熊丸光男 ローマ共和政初期における CivesRomani (ロー マ市民団）に関す
る一考察 (55) 
西村隆巻志 Lex Aguilia de damno iniuria datoについて一古代ローマ法に
おける損害賠償の基本構造日― (50) 
法社会学
青木 孝平 「法的関係」と しての 「所有」に関する方法的一考察ー「資本論」に
おける価値論と法 ・序説ー上・下 (52) 
飯山 昌弘 法と社会一媒体と しての法学教育ー (53)
今野民江 小作調停法の機能と農民組合運動宮城県仙北平野の小作調停事例
分析を手がかりに (44) 





































林 研三 カルヴィニズムにおける統治と抵抗 (53)
平松 紘 イギリス ・隷股的土地保有権形成の法的過程と法的構造一比較土地
保有権法研究序説ー (45) 






























































































































菟原 明 「基本論の第三者効力論」研究序説上・中・下 (49) 
浦田 賢治 天皇の行動について一国事行為以外の行動の性質ー (36) 
海老原一彦 教育を受ける権利と教育の自由 (45) 
大塩勝彦 「司法の自己抑制」について (47) 
大須賀明 日本国憲法第28条の権利の性格 (35)
太田 正寿 基本的人権と条例ー公安条例を中心として一 (43)



































































































































































































































宮川 剛 言論の自由一米国憲法の研究を中心として一 (34)
三輪 隆 フランス革命初期における選挙法制 (48)
村沢 勇 租税法律主義の一考察 (40)









































稲田 収 開発行政における計画の機能と住民の権利に関する一考察 (50) 
黒須孝郎 行政上の計画の法的性質 (52)
小林博志 薬事行政のあり方をめぐってー作用法論についての一考察ー (51) 
佐藤 剛彦 戦後「教育の自由」論変遷史 (52)











































































大崎 出 アソシャソ ・レジームの刑法制度ーヴォルテールの刑法思想を中心
として一本・副・副二 (34) 
大島 勇 常習犯人処遇上の諸問題ーその理論的検討と対策ー上・下 (48)









































菊本治男 目的的行為論とその主観主義犯罪論に於ける内部展開 (31) 
北山 茂 結果的加重犯 (30)
木下鴻乎 期待可能性論序説 (38)
木下太郎 法人及びその機関の刑事責任について (28) 
木原尚幸 不定期刑 (42)
木本 強 違法に収集された証拠の排除法則I・IT (44) 
清原 徹二 刑罰と保守処分の非一元化，非二元化の統合的発展への一試論―「社
会的規範意識により基礎づけられた」責任主義を媒介として (46)
許 富美 少年犯罪論 (39)

































































『共謀共同正犯』ー「謀談」を中心と して一 (46) 
未遂犯ーその内包について一 (32) 
間接正犯と教唆犯ー主要な学説における区別標準と限界を中心に一








下川 泰 「原因において自由な行為」における実行行為 (43) 
謝 瑞智 緊急避難論 (41)
城 仲模 死刑廃止論の展開上・下 (41)












































不作為による作為犯における 「作為義務違反」の体系的地位 (43) 
















































































野村 稔 未遂犯の可罰性の基礎一法益侵害の危険性を中心として一 (45)
萩原 滋 罪刑法定主義の現代的意義 (53)
萩原敏孝 賄賂罪の限界 (42)
浜口 光保 自由の証拠能力 (43)


























































刑事訴訟法における DueProcess of Law (法の適正な手続）の法
意 (40)




















































































宮本雅文 捜査における私的領域の保護一盗聴ー (53) 





中村道子 虞犯少年制度一少年法と児童福祉法との谷間一 (54) 
守山 正 公衆参加の必要と限界 (52)


































高 裔宗 第三国に対する条約の効力 (30)
小林志年 「Detournementde Pouvoir」の概念的考察 (43) 
佐藤隆右 国際司法裁判 • 仲裁裁判の判決の不履行及び履行強制措罹 (44) 










































「国際法上の庇護権」 I・II (44) 





















































The United Nations Peace -Keeping Force: Its Definition 
and the Possibility of Japanese Participation (52) 
外国軍隊の刑噌裁判権 (46) 
国際法上における錯誤の一考察 (45) 
国際法における JusCogensの確認基準 (53) 
国際法における無効 (44) 









草木 清 ネルー外交の形成と展開ー1947年 8月の独立から， 1955年4月のア
ジア・アフリカ会隈まで一 (53) 







































































































































































































































































民法第193条における 「被害者迫失主」の意義について (37) 
製造物責任についての一考察ーアメリカにおける不法行為法上の厳
































































































































































































































































































林 廷瑞 家屋賃借権の相続 (40)
我妻隆邦 都市計画関係の法律による土地所有権の制限について (46) 
若原 茂 我国における私生子法の変遷について一私生子の範囲をめぐって一
(38) 
渡辺富世 工作物 ・営造物責任における「瑕疵」概念の検討 (54)
渡辺 良政 地下利用の法律問題ー地下鉄敷設の実態と区分地上権 (47) 
商法
相沢正彦 取締役解任制度の研究 (33)




























































































































新株引受権に関する 2, 3の考察 (28) 
英米会社法上の資本概念 (45) 
イギリス会社法のリコンストラク、ンョソについて (50) 


















額面株式 • 無額面株式相互間の転換 (38) 
黒瀬文平 資産評価論における低価主義の法的考察 (46) 
黒永 敬 「イギリスに於ける合併—Take-over を含む一」 (47) 

























幸田 功 名義書換代理人制度 (33)
斎藤吉正 商号における登記抹消請求権ー第 1登記権者に対する救
済論ー(45)





























































































取締役会に就いて一沿革及び権限を中心と して一 (29) 












羽佐田幾雄 名板貸制度に於ける展開 (29) 
荷見知子 白地手形補充権の濫用に対する一考察 (37) 
長谷川安雄 裏書署名の偽造 (41)















































株券の除権判決の効カ ・再検討 (33) 
公認会計士の第三者に対する責任ーコモソローと監査特例法10条との
比較考察を中心に一 (53) 
































































































































『請求の掬棄 ・認諾とその問題点』 (43) 
訴の主観的予備的併合の許否 (42) 
共有関係の訴訟をめぐる 2, 3の問題 (47) 
法学研究科修士論文目録
外国判決の承認並びにその条件に関する若干の考察 (45) 






























中村雅麿 「訴訟上の承継」に関する研究 (40) 




仁瓶 益 労働争議と仮処分手続について (29) 
初鹿野清 仮処分に於ける換価命令に対する一考察 (30) 
浜田 敏郎 訴訟法理の一考察ー中村民事訴訟法理の考察ー (32)
早船嘉一 必要的共同訴訟 (37)
土方 貢 破産管財人の法律上の地位について (28) 
福田 貞夫 過去の権利若 しくは法律関係と確認訴訟ーその系譜的考察ー (38) 
藤原 剛 映席手続制度と民事訴訟法第138条 (38)
堀 忠之 訴の変更 (41)
前田栄作 民事訴訟における仲裁制度の地位 (42)
松尾八郎 裁判の第三者に対する効力 (38) 
松本 篤 アメリカ法に於ける請求の併合法則序説ーそのドイ ツ法との比較一
(37) 
万代敬一 行政事件訴訟特例法第10条の法理 (30)
三原 窟 「執行 ・破産並に会社更生法と譲渡担保に関する一考察」 (46) 
富坂 博 民事訴訟法第199条 1項の「主文二包含スルモノ」の意味（「判決理
由中の判断と既判力」） (43) 
宮崎 節 当事者能力の再構成ー「判決の無効」批判を通して一 (53)




由比 宏忠 会社法上の訴について訴訟法学的考察その 1 (37) 
吉野正三郎 Litisden untia tioの研究 (51) 
吉本五郎 論求権競合とその訴訟上の帰結 (43)
渡辺網吉 訴訟上の請求とその同一性について (29) 
破産 法
加藤哲夫 会社更生における「公正 ・衡平」をめぐる 2, 3の問題 (49)



























































ロック ・ア ウト法理の一考察 (41) 















































定村亨子 団結権保障と労働組合の資格審査制度について (40) 
佐藤 昭夫 アメリカの判例におけるピケッティングに対する法的評価について
(28) C旧姓村上）





清水 敏 北ドイツ連邦営業令と 「団結の自由」 (47)
白井 勲 会社解散と不当労働行為一判例・裁定例の分析に基づ＜ー考察ー(49)






































































林 和彦 争議行為の損害賠償責任ーみすず豆腐事件判決をき っかけに一(45)








































村上 武 第二帝制における団結立法の形成と特質 (33)
村山 昂右 労基法36条協定の性格一標準労働時間の法理を中心としてー (34) 
茂木 稔 不当労働行為の救済について (43)
籾井常喜 社宅使用関係の法律的性質 (30)
森 岸生 労働争議における第三者の不利益受忍義務 (34)
森崎武利 労働権保障機能論ービケット権の法理を中心として一 (42)
森脇浩太郎 労働組合の分裂と組合財産の帰属関係 (46) 
矢代 有 ロック ・アウトの一般的考察 (30)
柳沢 明朗 県費負担教職員の任命権と行政処分をめぐってー教育行政と労働基
本権の統一的把握にたち団結の基点確立のための一試論ー (35) 




山口 浩秀 労働契約についての一考察 (43)
山田 貫一 遵法斗争論 (32)























アメ リカに於けるボイコット法 (37) 
幹部責任論について (41) 
「沼田理論の検討J序説ーとくにその法解釈論を中心と して一 (49) 
戦後労働基本権生成に関する一考察 (50) 
国際私法
内田 芳樹 ア •メリカ合衆国における国際的脱税の取締り (54) 
江泉 芳信 アメリカ合衆国の渉外事件における対人管轄権問題ーイリノイ州を
中心と して一 (49) 
広江健司 植物新品種の国際的保護 (52)
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担当山本信男
後藤美江
岡部澄子
